
2015 年 2 月日本建築学会東北支部役員会議事録 
 
日時 ：2015 年 2 月 24 日（火） 15:00〜16:35 
場所 ：日本建築学会東北支部会議室＋Skype 
出席者：源栄，後藤，小地沢，有川，小林，手島，許，川村，笹渕，佐藤大作，伊藤（事務局），

瀧（事務局） 
Skype による出席者：日比野，パリーク，苅谷  
欠席 ：佐藤慎也，宮腰 
 
１．前回議事録の確認 

・ 小地沢常議員が【資料 1】を読み上げ、内容の確認を行い、内容が了承された。 
 
２．報告事項 

1）1 月理事会報告                       
・ 源栄支部長が【資料 2】に基づいて、1 月 9 日に開催された理事会の議事の要点の報告を行っ

た。 
2）11 月・12 月・1 月会計報告 
・ 佐藤大作常議員が【資料 3】に基づいて、報告を行った。 
・ 予算進捗について確認を求める意見があり、事務局が例年と概ね同等であることについて説明

した。 
3）2015 年度支部研究補助費申請報告 
・ 事務局が【資料 4】に基づいて、報告を行った。 
4）第 35 回東北建築賞作品賞の選考報告 
・ 小林常議員が【資料 5】に基づき、報告を行った。この中で、小規模建築物部門 10 点、一般

建築物部門 14 点の応募があり、秋田高専の恒松先生を委員長とした選考委員会のもと審査を行

い、作品賞として小規模建築物部門 1 点、一般建築物部門 4 点の計 5 点、特別賞として小規模

建築物部門 1 点、一般建築物部門 1 点の計 2 点を選出したことを説明した。 
・ 小杉学先生の所属の誤記について指摘があり、「安全安心生活デザイン学科」に修正した。 
5）国連防災世界会議の進捗状況について 
・ 笹渕常議員が【資料 6】に基づいて、報告を行った。また、別冊資料「実施概要」に基づき、

全体で約 400 事業あることについて説明を行った。 
・ 源栄支部長はラウンドセッションにおいて仙台宣言（アジア地域における次期行動枠組

（HFA2））を討議する予定であることについて説明した。また、第 1 セッションの司会は安田

直民氏（SOY source 建築設計事務所）、第 2 セッションの司会は薛松濤先生（東北工業大学）

が行う予定であることを説明した。 
・ 後藤常議員が第 1 回現地対策会議で協議した動員目標を示し、各機関に連絡済みであることを

説明した。 
・ ポスター掲示について東北支部として各所に依頼することについて審議し、了承された。 
・ 募集要項に基づき会場での物販はできないことについて確認した。 
6）作品選集次期委員の報告 
・ 事務局が【資料 7】に基づいて説明を行った。作品選集の応募締切は 5 月 11 日となっている

ことが併せて報告された。 
7）建築物荷重指針改定講習会について（仙台会場 3 月 2 日アエル） 
・ 事務局が【資料 8】に基づいて説明を行い、定員 130 名に対して 50 名程度の応募があること

について報告があった。 
8）後援依頼承認報告 
・ 事務局が【資料 9】に基づいて、日本建築構造技術者協会東北支部新年記念講演会の共催依頼、

秋田県工業系高校生徒による建築設計作品コンクールの後援依頼、文化財レスキューパネル展

の後援依頼の内容について説明を行い、支部長と総務担当常議員から事前に了承を得たため承

諾したことについて報告を行った。 
9）その他 



・ 事務局が代議員選挙と常議員選挙が会告となっていることについて報告した。Web とハガキ

の二重投票にならないよう、注意があった。 
 
３．審議事項 

1）みちのくの風 2015 山形について 
・ 後藤常議員が【資料 10】に基づいて、開催計画について説明を行った。 
・ 開催校である佐藤慎也常議員との調整が進んでいないため、早急に調整を行うことが確認され

た。また小地沢常議員が建築デザイン教育部会として 3 月中に現地に訪問し、建築デザイン発

表会の会場確認をすることが報告された。 
・ プログラム編成の後、当日の常議員の体制について確認することとした。 
2）2015 年度支部総会の付随行事について 
・ 事務局が【資料 11】に基づいて、シンポジウムの開催を見込み、役員会を 10 時 30 分より開

催する案について説明を行い、満場異議なく了承された。 
・ シンポジウムの企画は有川常議員を中心に検討を行うことについて了承された。 
3）2015 年度「建築文化事業」開催について 
・ 事務局が【資料 12】に基づいて、本部から事業募集があることについて説明を行った。 
4）本部災害委員会への委員推薦について 
・ 源栄支部長が【資料 13】に基づき、委員推薦について調整中であることについて説明を行っ

た。 
5）JSCA 東北支部設立 30 周年記念事業への共催依頼について 
・ 源栄支部長が【資料 14】に基づいて共催依頼の内容について説明を行い、満場異議なく了承

された。 
6）みやぎボイス連絡協議会から後援依頼のお願い 
・ 事務局が【資料 15】に基づいて後援依頼の内容について説明を行い、また手島常議員が事業

内容について補足説明を行い、満場異議なく了承された。 
7）秋田県立大学から後援依頼のお願い 
・ 事務局が【資料 16】に基づいて後援依頼の内容について説明を行い、満場異議なく了承され

た。 
・ 源栄支部長より共催事業の定義について確認を求める意見があり、予算執行が伴うものが共催

であることについて確認した。 
8）その他 
・ 事務局が 3 月 19 日に支部研究報告会と建築デザイン発表会のプログラム編成を行う予定であ

ることと、4 月中に選挙管理委員会を開催する予定であることについて報告した。 
 
 
 
今後の予定 

・ 支部研プログラム編成   3 月 19 日（木） 13:00〜15:00 
（許，日比野，川村，小地沢，櫻井） 

・ 3 月支部役員会   3 月 31 日（火） 15:00〜17:00 
・ 4 月総務会   後日日程調整 
・ 選挙管理委員会   4 月総務会と同日 

（有川，小林，手島，小地沢，後藤） 
・ 5 月支部役員会（新旧役員顔合わせ） 5 月 23 日（土） 10:30〜11:45 
・ シンポジウム   同日  13:30〜15:30 
・ 支部総会   同日  16:00〜17:00 

 
文責：小地沢 


